
３つの特徴

IFCの切り出しや
重ね合わせ表示

も可能

料金プラン

ArchSync をプロジェクト CDEとして提供します

CDE は “Common Data Environment” の略で、共通データ環境と呼びます。
プロジェクトに関する情報を一元管理し、関係者が同じデータを参照できる仕組みです。

���� 年 � 月～ 提供開始

申請用 CDE に近い構成で、
プロジェクトの管理・共有が可能です。
クラウドサービスのため、
環境構築・保守の手間がありません

チャット機能の他、
PDF へのマークアップ等の機能IFC モデルの表示・閲覧

一般財団法人 建築行政情報センター
TEL:��-����-����
Mail:file-kikaku@icba.or.jp

お問合わせ先
OS：Microsoft Windows�� （Ver��H� Ver��H� Ver��H�）
PC スペック：Windows�� の推奨要件
Web ブラウザ：Google Chrome Ver��� 以上、Microsoft Edge Ver��� 以上
通信：インターネット環境

動作環境

ArchSync は確認申請用 CDE としてだけでなく、
設計プロジェクト全体の情報管理にもご活用い
ただけます。 普段から ArchSync でデータを管理
しておけば、確認申請時にも活用できます。

設計者のみなさま向け

プロジェクト CDE として
年額 ��,��� 円～
必要な機能に絞ったシンプルな設計で、
中小規模プロジェクトでも無理なく
始められます。

低コスト導入

CDEとは

PDF の閲覧・差分確認・マークアップ

プロジェクトの情報を一元管理
情報のズレや手戻りを削減

Single Source of Truth

※ 上記以外にも、� 人・�� 人・�� 人・�� 人のプランをご用意しています。

プラン ユーザー数 ストレージ 年額（税別）
プラン１ �人 �GB ��,���円
プラン３ �人 ��GB ��,���円
プラン５ ��人 ���GB ���,���円

PDF差分チェック
機能で修正点を
即座に把握

プロジェクト CDE プラン

データを登録・管理する（設計者側）

確認申請用 CDE（ArchSync）
と同じ操作感

PDF/IFC(�D) の閲覧・確認 コミュニケーション機能
チャット・マークアップ等

ノート PC� 台から、
プロジェクトの情報を
登録・管理

プロジェクトに関する
データをまとめて管理

バージョン管理と更新
履歴を自動で記録

必要に応じて、関係者
との共有も可能です。

チーム全員が同じ環境
で作業・管理。
常に最新の情報
で業務を進められます

一元管理

いつでも活用

関係者との共有


